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1 部 10 円

県内市町村の「木・花・鳥」  　岡垣町　樟（町の木）　つつじ（町の花）　カワセミ（町の鳥）　　遠賀町　モクセイ（町の木）　スイセン（町の花）　　小竹町　きんもくせい（町の木）　ひまわり（町の花）

全労連青年部webセミナーに参加して

気軽に参加できる良さ感じる

　全労連の企
画への参加、
またweb企画
への参加が初
めてだったの
で、最初はと
ても緊張して
いましたが、と
ても楽しく参加することができました。黒澤事務局次長の講義では、
このコロナ禍で浮彫となった政治の問題を改めて認識することがで
きました。また、その後の分散会では様々な産業の労働組合の方とこ
のコロナによる影響や労働組合について議論し、交流することがで
き、とても有意義な時間でした。直接会う企画もとても魅力的ですが、
こうやって気軽に参加できるweb企画もとてもいいなと感じること
のできる企画でした。

福岡医療団労働組合（医労連）　松尾沙緒理

コロナなんかに負けたらいかんバイ！
裁判と駅前スタンディングの日程決まる！

　新型コロナウィルス感染防止のための緊急事態宣言で、私たちの
活動も大きく制限されました。みなさん、コロナなんかに負けたらい
かんバイ！裁判勝利まで頑張りましょう！

生存権裁判第 19 回期日 	 7月13日㈪ 13時半から
年金削減違憲訴訟判決日 	 7月31日㈮ 14時半から
	 どちらも、福岡地裁101法廷です。

ス タ ン デ ィ ン グ 宣 伝 	 7月6日㈪12:15からJR博多駅

い
よ
い
よ
始
ま
る
今
年
の
最
賃
審
議
会

　

福
岡
県
労
連
で
は
6
月

19
日
、「
令
和
2
年
度
福

岡
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
」
に
向
け
、
最
賃
審
議

会
と
福
岡
労
働
局
に
対
し

て
、
最
賃
大
幅
引
き
上
げ
、

全
国
一
律
最
賃
制
度
の
実

現
、
中
小
企
業
助
成
な
ど

を
求
め
る
要
請
を
行
い
、

今
年
初
め
て
最
賃
審
議
会

の
労
働
者
代
表
委
員
と
の

懇
談
も
実
現
し
ま
し
た
。

　

今
後
最
賃
審
議
会
に
向

け
た
署
名
の
取
り
組
み
も

進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
の
地
方

コ
ロ
ナ
経
済
危
機
打
開
の
カ
ギ
は
、

最
低
賃
金
の
全
国
一
律
と
大
幅
引
き
上
げ
だ

黒澤講師

福岡労働局労働基準部賃金室に対して要望書を手渡す

議
会
に
対
し
て
最
賃
の
大

幅
引
き
上
げ
、
全
国
一
律

最
賃
制
度
実
現
の
国
へ
の

意
見
書
採
択
を
求
め
る
運

動
が
取
り
組
ま
れ
、
多
く

の
地
方
議
会
が
意
見
書
を

採
択
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
労
連
で
も
9
月

県
議
会
に
向
け
て
、
意
見

書
採
択
を
求
め
る
陳
情
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済

危
機
打
開
の
た
め
に
は
、

労
働
者
、
国
民
、
中
小
企

業
事
業
者
が
力
を
合
わ
せ
、

声
を
上
げ
、
国
会
・
政
府

を
動
か
す
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
今
そ
の
条
件
は
大

き
く
広
が
っ
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

与
野
党
の
国
会
議
員
に
署
名
を
託
す

　

6
月
4
日
に
は
、
全
労

連
・
国
民
春
闘
会
議
に
よ

る
「
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
度
の
実
現
を
求
め
る
署

名
」
の
提
出
集
会
が
開
か

れ
、
自
民
党
を
含
む
与
野

党
の
国
会
議
員
に
11
万
４

３
０
６
人
分
の
署
名
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
議
員
か
ら
は
、

「
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ

で
国
民
生
活
を
支
え
る
労

働
者
が
低
賃
金
で
い
い
の

か
が
問
わ
れ
る
」「
コ
ロ

ナ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
最

賃
を
引
き
上
げ
、
需
要
不

足
、
将
来
不
安
を
ど
う
す

る
か
考
え
な
い
と
い
け
な

い
」「
中
小
企
業
の
重
い

社
会
保
険
料
負
担
を
国
が

支
援
し
、
最
賃
を
上
げ
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
」
な

ど
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
弁
護
士
連

合
会
は
、
6
月
3
日
、「
低

賃
金
労
働
者
の
生
活
を
支

え
、
地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
に
最
低
賃
金

額
の
引
き
上
げ
と
中
小
企

業
支
援
強
化
並
び
に
全
国

一
律
最
低
賃
金
制
度
の
実

施
を
求
め
る
会
長
声
明
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

経
済
危
機
だ
か
ら
こ
そ
最
賃
引
き
上
げ
必
要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
、
中
小

零
細
事
業
者
は
、
十
分
な

補
償
も
な
い
営
業
自
粛
要

請
で
長
期
の
休
業
を
強
い

ら
れ
、
多
く
の
事
業
者
が

倒
産
や
廃
業
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

倒
産
や
廃
業
に
よ
る
解
雇

や
雇
止
め
、
営
業
自
粛
に

よ
る
休
業
の
た
め
に
収
入

の
道
を
断
た
れ
る
労
働
者

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
国
民
の

暮
ら
し
を
支
え
る
「
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
労
働
者
の
多

く
は
、
低
賃
金
・
不
安
定

雇
用
の
非
正
規
労
働
者
で

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
今

後
日
本
経
済
、
世
界
経
済

の
さ
ら
な
る
後
退
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
こ
う
し
た
労

働
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
状
況
を
作
る
た
め
に
は
、

売
り
上
げ
や
収
入
が
落
ち

込
ん
で
い
る
事
業
者
を
直

接
支
援
し
て
事
業
の
継
続

を
促
す
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
６
割
を
占
め
る
個
人

消
費
の
拡
大
こ
そ
が
必
要

な
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
本
商

工
会
議
所
な
ど
は
、
コ
ロ

ナ
禍
を
理
由
に
今
年
の
最

低
賃
金
改
定
に
つ
い
て

「
凍
結
」
す
る
こ
と
を
政

府
に
要
望
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
最
低
賃
金
の
「
凍

結
」
は
、
個
人
消
費
を
ま

す
ま
す
縮
小
さ
せ
、
地
域

経
済
の
さ
ら
な
る
疲
弊
を

招
き
、
多
く
の
企
業
倒
産
、

廃
業
を
招
く
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
未
曽
有
の
経
済
危
機
打

開
の
た
め
に
は
、
中
小
企

業
支
援
強
化
と
最
低
賃
金

引
き
上
げ
を
は
じ
め
と
し

た
賃
金
の
引
き
上
げ
が
不

可
欠
で
す
。
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今後の日程  7月2日㈭ 県社保協国保部会　7月3日㈮ 九州労働弁護団ZOOM学習会　7月3日㈮ いかんよ貧困・福岡役員会　7月6日㈪ 教育宣伝局会議　7月13日㈪ 県労連幹事会　7月14日㈫ 県社保協幹事会　7月15日㈬ 県労連公契約部会

この本
おすすめ

◆新型コロナウイルスの影響下での生活スタイルは一定程度確
立された感もありますが、終息への目処は立っていません。
◆毎年夏に向けて「平和行進」「世界大会」と平和運動の機運が
高まりますが、今年は記事の通りの状況です。みなさん様々な制
限のなかで運動を広げる取り組みに試行錯誤しています。「行進

ペナント」もそのひとつです。
◆私たちの組織を、私たちの名前をペナントにのせて広島に届けることで 2020
年の平和運動を盛り上げましょう！	 ( げ )

　

２
０
１
９
年
10
～
12
月

期
四
半
期
別
Ｇ
Ｄ
Ｐ
速
報

に
よ
れ
ば
、
２
０
１
９
年

10
～
12
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
成
長
率
は
年
率
換
算

▲
７・１
％
と
な
り
、
ま
た
、

福
岡
県
２
０
２
０
年
１
月

に
発
表
し
た
二
人
以
上
世

帯
消
費
支
出
で
も
、
前
年

同
月
比
３
か
月
連
続
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た

消
費
税
加
え
て
３
月
以
降

は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
政
府
の
対

応
の
遅
れ
に
よ
る
経
済
の

大
幅
減
速
が
加
わ
り
、
私

た
ち
労
働
者
た
ち
の
雇
用

と
生
活
に
大
変
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
闘
って
き
た
20

春
闘
は
通
常
と
は
大
き
く

異
な
り
、
賃
金
・
条
件
の

改
善
を
求
め
る
団
体
交
渉

で
は
、
大
衆
交
渉
が
出
来

ず
代
表
の
み
や
団
交
そ
の

も
の
が
実
施
で
き
な
い
状

況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
組
織
拡
大
で
も
新
職

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ず

従
来
の
通
り
の
新
歓
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
な
い

状
況
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の一方
で
厳
し

い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
未

組
織
労
働
者
と
の
つ
な
が

り
が
広
が
り
、
新
た
な
組

合
・
分
会
結
成
も
数
多
く

誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
厳

し
い
コ
ロ
ナ
禍
が
労
働
組
合

の
価
値
・
本
質
を
浮
き
上

が
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
闘
い
の

経
験
を
学
び
あ
う
た
め
、

福
岡
県
民
春
闘
共
闘
連
絡

会
議
で
は
、
６
月
20
日
井

下
弁
護
士
を
講
師
に
招
き

「
20
春
闘
経
験
交
流
集

会
」
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
応
を
行
い

20
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

春
闘
経
験
交
流
集
会
で

は
ま
ず
「
労
働
法
制
改

悪
の
闘
い
と
コ
ロ
ナ
禍
の
労

働
組
合
の
役
割
」
を
テ
ー

マ
に
学
習
を
行
い
ま
し

た
。
講
師
の
井
下
弁
護
士

か
ら
、
大
学
卒
業
後
29
回

の
契
約
更
新
を
行
い
な
が

ら
不
当
に
も
解
雇
さ
れ
た

「
福
岡
地
裁
博
報
堂
事

件
」
勝
利
判
決
の
事
例
を

踏
ま
え
、
そ
も
そ
も
労
働

組
合
が
あ
れ
ば
解
雇
な
ど

の
事
件
が
発
生
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た
こ
と
、
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
勝

利
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

ま
し
た
。
ま
さ
に
私
た
ち

が
こ
の
春
闘
で
経
験
し
た

教
訓
に
重
な
る
内
容
で
し

た
。

　

ま
た
、
労
働
組
合
と
と

も
に
か
か
わ
る
二
つ
の
解
雇

事
件
が
紹
介
さ
れ
、
参
加

し
た
仲
間
か
ら
勝
利
に
向

け
た
決
意
表
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
経
験

交
流
で
は
様
々
な
20
春
闘

で
の
教
訓
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

休
業
補
償
に
つ
い
て
、
団

体
交
渉
を
行
い
労
基
法
26

条
の
６
割
を
超
え
る
１
０

０
％
補
償
を
獲
得
し
た
国

労
、
自
交
総
連
か
ら
経
験

報
告
が
あ
り
、
ベ
ア
ゼ
ロ
が

多
い
中
今
春
闘
で
も
ベ
ア

を
獲
得
し
10
年
連
続
ベ
ア

獲
得
と
な
っ
た
エ
フ
コ
ー
プ

生
協
労
組
の
報
告
、
コ
ロ

法
政
大
学 

上
西
教
授
著

 

「
呪
い
の
言
葉
の

解
き
か
た
」

　

こ
の
本
は
教
授
の
講

演
で
紹
介
さ
れ
そ
の
場

で
購
入
し
た
。日
常
生

活
で
ぶ
つ
か
る
様
々
な

言
葉
。労
働
、
日
常
生

活
、
政
治
な
ど
、「
常
識

的
な
言
葉
」
で
行
動
や

思
考
を
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
数
多
く
あ
る
。

　

本
の
内
容
は
、「
帯
」

書
か
れ
て
い
る
次
の
言

葉
で
紹
介
を
し
た
い
。

「
私
た
ち

の
思
考
と

行
動
は
無

意
識
の
う

ち
に
『
呪

い
の
言

葉
』
に
縛

ら
れ
て
い

る
。そ
の
こ
と
に
気
づ

き
、
意
識
的
に
『
呪
い

の
言
葉
』
の
呪
縛
の
外

に
出
よ
う
。」

　

自
分
が
「
呪
い
の
言

葉
」
で
縛
っ
て
い
な
い

か
、
縛
ら
れ
て
い
な
い

か
。労
働
組
合
で
活
動

す
る
皆
さ
ん
に
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

福
山　

慶
司

今、労働者に寄り添い共に闘う
　労働組合が求められている

後

集

記

編

2020年国民平和大行進・原水爆禁止世界大会
ネットでつながる、ひろげる平和の取り組み
　毎年たくさんの人が集う「国民平和大行進」「原水爆禁止世界大
会」。コロナ禍の世界的影響のなかで2020年はネットでつながる新た
なかたちで取り組みを進めています。

平和の願いをペナントに込めて世界大会へ！

感染拡大防止のため多人数で開催できない行進に代わる取り組みと
して、ペナントで行進に参加します。私たちの平和への願いと名前を
ペナントに託して世界大会へ届けましょう。
また、平和行進実行委員会は「平和行進オンライン」と
いう取り組みも始めています。原水協ＨＰから、各地で
行われたスタンディングや訴えといったパフォーマンスを
配信するものです。みなさんの取り組みを県原水協に
ご投稿ください。

オンラインで地域から世界大会に参加

　世界大会はアプリZOOMを活用してのオンライン開
催になります。また、動画をYOUTUBEでも配信する
予定です。福岡県では県内50か所を目標に少人数で
の視聴会の開催をめざします。是非ご参加ください。

行
進
ペ
ナ
ン
ト

　

�

１
本
１
０
０
０
円
。
お
問
い
合
わ
せ
は
各
地
域

原
水
協
へ

『時の行路』 完成記念披露上映会

2020年8月1日㈯
　福岡市男女共同参画センター〝アミカス〟
　①11：00　②14：00　③18：00
2020年8月28日㈮
　ウェルとばた 中ホール
　①14：30　②18：30
◆前売り券　1人1,200円
◆当 日 券　1人1,500円
　※製作協力券・賛同券で鑑賞できます

◆主催
「時の行路」福岡上映実行委員会
　代　表　林　健一郎
　副代表　井下　顕

◆事務局
九州共同映画社	 092-741-7112
九州シネマアルチ	092-712-5297

※	福岡県の感染予防対策および開催規模の基準に
より入場者数が変動する場合があります。

皆様お待たせしました。

コロナ禍でお届けするこ

とのできなかった「時の

行路」を上映いたします。

ナ
禍
の
最
前
線
で
日
々
闘
っ

て
い
る
医
労
連
か
ら
は
、

春
闘
は
妥
結
し
た
が
医
療

機
関
が
減
収
と
な
って
い
る

た
め
年
末
が
厳
し
い
状
況

を
迎
え
る
こ
と
、
合
わ
せ

て
公
立
公
的
病
院
再
編
統

合
の
中
止
を
国
に
求
め
て

い
く
こ
と
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
感
染
が
拡
が

る
北
九
州
の
教
育
の
現
場

の
経
験
と
し
て
県
教
労
か

ら
、実
態
に
合
わ
な
いマニュ

ア
ル
通
り
の
対
応
を
粘
り

強
く
行
い
、
マ
ス
コ
ミ
も
巻

き
込
み
世
論
化
す
る
こ
と

で
解
決
し
た
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
春
闘
の

経
験
を
活
か
し
、
さ
ら
に

厳
し
く
な
る
年
末
一
時
金

の
闘
い
に
向
け
、
学
習
と

行
動
、
組
織
強
化
と
組
織

拡
大
を
行
い
、
私
た
ち
の

要
求
を
勝
ち
取
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。


